


 

出席報告   

（田上裕章 クラブ管理運営委員（出席担当）） 

 

委員会報告  

熊本グリーンRACの休会の件  

報告者：青少年奉仕委員長 山口悦史氏 

 熊本グリーンRACが今２名在籍し活動されて

おりますが、6月末で１名退会となり、残りの１

名では例会さえ行えないので、アクト側とも話

し合いをした結果。3名位本当に在籍して活動を

して下さる人が現れるまで、2026年7月より暫く

休会扱いとする事になりました事をご報告致し

ます。 

 

ス マ イ ル（山口悦史会員） 

●山口 翼 君、田代 武 君 

「本日は熊本県より環境保全課の主幹 小林様、

環境立県推進課 課長補佐 北之園健憲 氏、環境

政策課 参事 倉岡様のご来訪に心から感謝申し

上げます。どうぞ宜しくお願い致します。」 

●松村秀逸 会員 

「本日は熊本県より小林頼正様、北之園健憲

様、倉岡佑次様による卓話で地下水の浄化と

工業用排水のお話をして頂きます。忙しい中

にありがとうございます。御礼にスマイルし

ます。」 

 

●宮部康弘 君 

「本日は熊本南 RC から呼ばれ卓話を行いまし

た。そして夜は理事会までという事でロータ

リーの1日になりました。最後まで奉仕の心で

頑張ります。」 

●田上裕章 君 

「本日は地下水排水の件にて環境保全課 小林

様、環境立県推進課 北之園様、環境政策課 倉 

岡様の卓話楽しみにしております。宜しくお

願い致します。」 

●山口悦史 君、荒木一之 君、江上泰弘 君 

「本日は熊本県より小林様、北之園様、倉岡

様のご来訪を心より歓迎致します。熊本にと

って大切な水の話、楽しみにしております。」 

 

3. 例会プログラム 

卓話者： 

熊本県環境保全課  

 主幹 小林頼正 氏 

熊本県環境立県推進課  

 課長補佐 北之園健憲 氏 

熊本県環境政策課  

 参事 倉岡佑次 氏 

 

演題： 

「熊本県の地下水保全の取組み」 

～くまもとの豊かな地下水を未来へ守り、育

て、活かす～  

 

 

４. 閉会・点鐘 

 

＊例会後定例理事会開催 

  会 員 総 数 23名   出 席 率 

3 

月 

2 

日 

出席免除会員数 ０名   

  

  

52.17％ 

計算上会員数 23名 

出席会員数 12名 

2 

月 

2 

日 

前回の出席会員数 12名   

  

68.18％ 
メークアップ数  3名 

修正出席会員数 15名 

メークアップ済み会員及びメークアップ訪問先 

・1/21  ローターアクト例会 河野 君 

・2/27  I.M. 田代 君、田上 君 
 



3. 卓話 「熊本県の地下水保全の取組み」

　左：　熊本県環境政策課
　　　　　　　　参事　倉岡佑次 氏
中央：　熊本県環境立県推進課
　　　　　　課長補佐　倉岡健憲 氏
　右：　熊本県環境保全課
　　　　　　　　主幹　小林頼正 氏



「地下水質の保全（河川含む）」

「地下水量の保全」



「情報発信」

「法令等規制物質・規制外物質の環境モニタリング」



 

世界中で活躍する「行動人」 

2026年1月 By Brad Webber  

フィリピン 

 
 フィリピンの大学では、イロイロ・ロータ

リークラブからの支援によって、電気自動車

の技術者を養成する自動車修理プログラムが

拡大しています。ロータリー財団グローバル

補助金32,000ドルの支援で300人以上の学生と

教員に設備を提供した、と話すのは、同クラ

ブの会員で大学の広報を担当するハーマン・

ラゴンさんです。大学ではまた、2028年まで

毎年120人の研修生を受け入れることを目標に、

若者や成人を対象にした地域密着型の研修も

計画しています。クラブは、この活動で韓国

の南原中央ロータリークラブと協力しました。

「この補助金は、貧しいが意欲ある学生たち

の勉学を後押しするだけでなく、地域社会へ

の真の奉仕でもあります」とラゴンさんは言

います。 

英国 

 インド文化を祝うイベントで、ボリウッド

にゆかりのある地元著名人が登場し、メイデ

ンヘッド・ブリッジ・ロータリークラブの奉

仕活動のために約2,200ドルの寄付が集まりま

した。出席者の中には、有名人の振付師であ

るチタル・シャーさんや歌手のアトゥル・プ

シュカルナさんもいました。クラブ会員55人

のうち、10人がインド出身またはインドの血

を引いています。「笑い、ダンス、そして聴

衆との一体感は、奉仕を目的とする文化的イ

ベントがどれほど強く人びとを結びつけるか

を示していた」と、クラブ創立会長であるリ

サ・ハンターさんは言います。11月のイベン

トでは、パーキンソン病の支援グループへの

寄付と、母子の健康のためのウガンダへの職

業研修チームの旅費が集まりました。 

 

米国 

エヴェレット・シングルトンさんは、1950年

代にイリノイ州コリンズビルで学校における

人種統合に貢献した教育者です。コリンズビ

ル高校のインターアクターたちは、シングル

トンさんの墓に墓石がないことを知り、墓石

に必要な1,700ドルを募金するための食事会を

企画しました。1970年に亡くなったシングル

トンさんに敬意を表することは市民意識の高

い生徒たちにとってごく自然なことだった

と、クラブアドバイザーのブラッド・スカー

ティッチさんは言います。人種隔離時代に町

の黒人居住区で育ったシングルトンさんは、

さまざまな学校で教師と校長を務めました。

コリンズビル・メアリービル・ケイシービ

ル・ロータリークラブ会員であるスカーティ

ッチさんは、こう話します。「生徒たちは活

動に参加し、地域社会に恩返しし、人びとを

助けたいと強く願っています」 

 


